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  WiMAX搭載機器の追加方法                      １／４ 

機器のマニュアルに従って、ユーティリティを起動して 

「接続」ボタンをクリックしてください。 
 

＜注意＞ 機種によっては起動後に自動接続される場合もあります。 

① ユーティリティの起動 

「接続」ボタンをクリックしてから、1～2分すると自動で

WEBブラウザーが立ち上がり、「WiMAX統合ポータル 

スタートページ」に接続され、WiMAX通信サービス提供

企業の一覧が表示されます。 

UQコミュニケーションズ株式会社を選択してください。 

② WiMAX統合ポータルに接続 

【事前にご準備いただくこと】 

▶WiMAXパソコンやデータ通信カードなど、市販のWiMAX搭載機器をご用意ください。 

 WiMAX搭載機器の製品紹介：  http://www.uqwimax.jp/service/product/ 

 ※契約できる事業者に制限のあるWiMAX搭載機器はご利用いただけません。機器を購入される際はご注意
ください。(UQ WiMAX専用モデル UD01/02シリーズはご利用いただけます) 

 ※UQ製品(UQブランドのデータ通信カード)の購入をご希望の方はUQお客様サポートセンターへご連絡ください。 

▶ USBタイプなどのデータ通信カードの場合、パソコンへのインストール作業が必要です。機器の 

 マニュアルに従って、設定を行ってください。 
▶ My UQ IDおよびパスワードの入力が必要になります。あらかじめご準備ください。 

 お忘れの方は、UQお客様サポートセンターへご連絡ください。なお、初期値は以下のとおりです。 
 My UQ ID ：「新規お申し込み手続き完了のご案内」メールに記載された「受付番号」（半角英数10桁） 

パスワード ：お申し込み手続き時に入力された「暗証番号」（半角数字4桁） 

   ユーティリティ（例） 
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 「料金契約・WiMAX対応機器照会／追加へ」を選択してください。 

② WiMAX統合ポータルに接続 （続き） 

③ WiMAX搭載機器の追加 

「UQ WiMAXお申し込みページ」に移動します。 

「ご利用中のお客様（個人／法人のお客様）」を選択してください。 

【セキュリティソフトをご利用のお客様】 
セキュリティソフトをインストールしていると、「WiMAX統合
ポータル スタートページ」接続前に右のような警告文が
出る場合があります。 
必ず、アクセスを許可して次へ進んでください。 
アクセスを拒否すると正常にお申し込み手続きが完了し
ませんのでご注意ください。 

My UQ IDおよびパスワードをご入力後「ログイン」を選択してください。 
 

＜注意＞My UQ IDおよびパスワードをお忘れの方は、UQお客様サポート 

      センターへご連絡ください。なお、初期値は以下のとおりです。 

     My UQ ID ：「新規お申し込み手続き完了のご案内」メールに記載 

      された「受付番号」（半角英数10桁） 

      パスワード：契約申込書にご記入いただいた「暗証番号」 

      （半角数字４桁） 

  WiMAX搭載機器の追加方法                      2／4 



3 
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 料金契約の一覧が表示されます。 

 現在接続されているWiMAX搭載機器を追加したい 

 料金契約の「(2) WiMAX対応機器の追加」を選択 

 してください。 

④ WiMAX搭載機器の追加 （続き） 

 WiMAX搭載機器に関する必要事項をご入力の上、 

 「次へ」を選択してください。 

 入力内容をご確認の上、「追加する」を選択して 
  ください。 
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WiMAX搭載機器の追加が完了します。 
すぐにWiMAX搭載機器への認証情報書き込みが 
始まります。 

画面の表示をご確認いただき、認証情報書き込み 

がするまで数分間お待ち下さい。 

 

④ WiMAX搭載機器の追加 （続き） 

⑥ インターネットに接続 

これでお申し込みの手続きと設定は完了です。 
WiMAXでのインターネット接続をお楽しみください。 

WiMAX搭載機器への認証情報書き込み
中に通信が切断された場合、電波状況の
良い場所で、ユーティリティを起動すると、 
自動で認証情報書き込みが再開されます。 
ユーティリティを起動した状態で、しばらくお
待ちください。 

WiMAX搭載機器への認証情報書き込みが完了すると、 

自動でWiMAXへの接続が切断され、再接続されます。 

⑤ WiMAXへの再接続 

ユーティリティ （例） 


